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１
．
は
じ
め
に

松
本
清
張
は
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
巨
匠
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
五
八
年
二
月
、
光
文
社
か
ら
清
張
の
「
点
と
線
」
の
単
行
本
が

発
行
さ
れ
た
際
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
派
推
理
小
説
」
ブ
ー
ム
が
起
こ

っ
た
。
だ
が
、
清
張
の
作
家
生
活
は
、
昭
和
二
五
年
「
週
刊
朝
日
」
の
〈
百

万
人
の
小
説
〉
懸
賞
に
応
募
し
た
「
西
郷
札
」
が
三
等
に
入
賞
し
た
頃
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
執
筆
は
「
張
込
み
」（
昭
和
三
〇
年
、「
小

説
新
潮
」
一
二
）
ま
で
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
西
郷
札
」
や
「
啾
々
吟
」「
戦
国
権

謀
」
な
ど
の
歴
史
小
説
と
芥
川
賞
受
賞
作
「
或
る
『
小
倉
日
記
』
伝
」
を

は
じ
め
、「
菊
枕
」「
断
碑
」
な
ど
と
い
っ
た
現
代
小
説
に
集
中
し
て
い
た
。

と
り
わ
け
歴
史
小
説
の
創
作
に
高
い
意
欲
を
示
し
た
た
め
、
長
い
間
、
松

本
清
張
は
「
歴
史
小
説
作
家
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
作
品
は
、
作
者
が
「
試
み
た
一
種
の
歴
史
小
説
」
(1)

で
あ
る
「
湖
畔
の
人
」
と
「
推
理
小
説
に
擬
ら
し
て
書
か
れ
た
」

現
代

(2)

小
説
「
火
の
記
憶
」
で
あ
る
。
両
作
品
は
い
ず
れ
も
、
清
張
が
長
い
作
家

生
活
の
初
期
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
作
家
の
創
作
手
法
は
創
作
経
験
の

《
特
集

文
学
テ
ク
ス
ト
の
時
代
性
・
多
様
性
》

越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
の
構
造

―
松
本
清
張
「
湖
畔
の
人
」
と
「
火
の
記
憶
」
を
中
心
に

―
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積
み
重
ね
に
よ
っ
て
変
化
し
、
円
熟
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
清
張
の

初
期
作
品
に
は
早
く
も
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。「
湖
畔
の
人
」

は
清
張
自
身
が
述
懐
し
た
通
り
、
意
識
的
に
二
つ
の
次
元
の
異
な
る
ス
ト

ー
リ
ー
を
一
つ
の
物
語
に
融
合
す
る
試
み
で
あ
る
。
一
方
、「
火
の
記
憶
」

は
、
主
人
公
の
過
去
と
現
在
、
推
理
と
現
実
を
巡
る
物
語
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
二
つ
の
作
品
は
物
語
世
界
内
で
行
為
の
舞
台

―
領
域
が
多
数

あ
り
、
作
中
人
物
が
異
な
る
舞
台
の
境
界
を
越
え
、
行
き
来
し
、
越
境
を

達
成
す
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
テ
ク
ス
ト
の
構
造
分
析

を
試
み
る
。
こ
れ
は
、
清
張
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
創
作
手
法
を
究
明
す

る
た
め
の
一
歩
で
も
あ
る
。

２
．「
湖
畔
の
人
」
と
「
火
の
記
憶
」
の
テ
ク
ス
ト
と
先
行
論

松
本
清
張
は
、
昭
和
二
八
年
の
暮
れ
か
ら
二
九
年
の
正
月
に
か
け
て
信

州
へ
取
材
に
行
っ
た
。
こ
の
旅
の
目
的
は
、
考
古
学
者
森
本
六
爾
を
主
人

公
に
す
る
『
断
碑
』
の
た
め
の
取
材
だ
っ
た
が
、
「
上
諏
訪
に
一
泊
し
」
、

「
高
嶋
城
を
見
に
行
っ
た
と
き
に
」
、
松
平
忠
輝
を
主
人
公
と
す
る
小
説

「
面
貌
」
の
「
構
想
を
得
た
」。
さ
ら
に
、
「
湖
畔
の
人
」
は
自
分
が
「
諏

訪
に
松
平
忠
輝
の
こ
と
を
調
べ
に
行
っ
た
と
き
の
所
産
で
あ
る
」

と
清

(3)

張
自
身
が
述
懐
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
清
張
は
一
週
間
前
後
の
取

材
旅
行
に
基
づ
き
、
「
湖
畔
の
人
」
、
「
断
碑
」
、
「
面
貌
」
の
三
作
を
生
み

出
し
た
こ
と
に
な
る
。
四
十
年
の
作
家
生
活
で
千
篇
以
上
の
文
章
を
残
し

た
清
張
の
筆
力
が
、
初
期
の
創
作
ぶ
り
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
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「
湖
畔
の
人
」
は
清
張
が
取
材
地
か
ら
戻
っ
て
い
ち
早
く
、
昭
和
二
九

年
二
月
に
『
別
冊
文
藝
春
秋
』
三
八
号
で
発
表
し
た
作
品
で
あ
る
。

あ
る
新
聞
社
に
十
五
年
間
勤
め
た
矢
上
が
地
方
の
通
信
局
に
転
勤
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
矢
上
が
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
転
勤
先
の
諏
訪
を
訪
ね

た
時
、
そ
こ
は
怪
異
な
容
貌
の
た
め
父
家
康
に
嫌
わ
れ
た
松
平
忠
輝
が
流

さ
れ
、
生
涯
を
終
え
た
地
だ
と
知
っ
た
。
そ
こ
で
矢
上
は
忠
輝
の
孤
独
な

生
涯
を
想
像
し
な
が
ら
、
「
捨
て
ら
れ
た
」
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
。

郷
原
宏
に
よ
れ
ば
、
「
歴
史
を
越
え
て
湖
畔
に
た
ゆ
た
う
愛
薄
き
人
々
の

寂
寥
と
悲
哀
の
物
語
」

で
あ
る
。

(4)

「
湖
畔
の
人
」
に
関
す
る
先
行
論
は
少
な
い
。
赤
塚
正
幸
は
「
旅
」
の

定
義
を
引
き
、
「
湖
畔
の
人
」
に
つ
い
て
「
差
し
当
た
っ
て
の
用
事
の
た

め
に
遠
隔
地
に
赴
く
こ
と
」
に
も
、
「
差
し
当
た
っ
て
の
用
事
で
は
な
い

が
、
判
で
押
し
た
よ
う
な
毎
日
の
生
活
の
枠
か
ら
あ
る
期
間
離
れ
て
、
ほ

か
の
土
地
で
非
日
常
的
な
生
活
を
送
り
迎
え
る
こ
と
」
に
も
「
該
当
し
な

い
」
が
、
「
矢
上
が
、
諏
訪
の
町
が
松
平
忠
輝
が
流
さ
れ
『
幽
居
し
て
死

ん
だ
』
場
所
で
あ
る
こ
と
に
、
特
別
な
関
心
を
持
つ
」
た
め
、
矢
上
の
諏

訪
滞
在
は
「
旅
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る

。
ま
た
、
綾
目
広

(5)

治
は
、
新
聞
記
者
た
ち
の
「
出
世
競
争
に
執
着
し
て
い
る
」
様
子
を
描
い

た
作
品
を
取
り
上
げ
た
後
、「
出
世
競
争
か
ら
脱
落
し
た
新
聞
記
者
た
ち
」

の
事
例
と
し
て
、
「
湖
畔
の
人
」
の
矢
上
を
挙
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、
矢

上
の
上
諏
訪
で
の
調
査
は
、
「
孤
独
で
あ
っ
た
忠
輝
」
に
「
自
分
の
孤
独

な
人
生
を
重
ね
て
合
わ
せ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

(6)

両
者
は
「
旅
」
や
「
新
聞
記
者
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
考
察
の
一
環
と
し
て

「
湖
畔
の
人
」
を
取
り
上
げ
た
だ
け
で
、
ま
と
ま
っ
た
「
湖
畔
の
人
」
論

と
は
言
い
が
た
い
。

一
方
、
「
火
の
記
憶
」
は
昭
和
二
八
年
一
〇
月
に
『
小
説
公
園
』
で
発

表
さ
れ
た
作
品
で
、
前
年
三
月
『
三
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
記
憶
」

を
改
題
改
稿
し
た
作
品
で
あ
る
。
改
稿
後
、
「
作
品
の
密
度
や
象
徴
性
が

は
る
か
に
深
化
し
た
」

た
め
か
、
文
藝
春
秋
の
『
松
本
清
張
全
集
』
に

(7)

収
録
さ
れ
た
の
は
「
火
の
記
憶
」
で
あ
る
。

頼
子
と
泰
雄
が
結
婚
す
る
時
、
頼
子
の
兄
・
貞
一
は
泰
雄
の
父
が
「
失

踪
宣
告
に
よ
り
除
籍
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を
抱
く
が
、
最
終
的
に

は
二
人
の
結
婚
を
認
め
る
。
二
年
後
、
泰
雄
は
父
の
失
踪
を
め
ぐ
る
発
見

と
推
理

―
母
の
不
倫
の
故
、
父
が
家
か
ら
い
な
く
な
っ
た
こ
と

―
を

頼
子
に
告
白
し
た
。
頼
子
の
話
を
聞
い
た
貞
一
は
不
審
に
思
い
、
自
分
の

推
理

―
「
女
の
、
最
後
の
、
必
死
の
、
か
な
し
い
方
法
で
」
罪
を
犯
し

た
父
を
か
ば
う
た
め
、
母
は
張
込
み
の
刑
事
を
誘
惑
し
た
の
で
は
な
い
か

と
頼
子
に
手
紙
で
伝
え
た
。

「
火
の
記
憶
」
に
つ
い
て
は
、
権
田
萬
治
が
「
少
年
の
心
の
中
の
闇
を

描
い
た
佳
作
」

で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
赤
塚
正
幸
は
、
清

(8)

張
作
品
の
多
数
が
不
健
全
な
家
庭
（
男
女
）
関
係
を
描
い
た
も
の
と
し
た

う
え
で
、「
火
の
記
憶
」
は
そ
の
例
外
で
あ
る
と
指
摘
し
た

。
氏
は
、「
火

(9)

の
記
憶
」
は
「
清
張
の
小
説
世
界
に
踏
み
迷
う
人
間
に
と
っ
て
何
故
か
ほ

っ
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
」
り
、
読
者
は
「
泰
雄
と
頼
子
の
夫
婦
生
活
が
幸

せ
で
あ
る
こ
と
」
を
祈
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者

は
ス
ト
ー
リ
ー
そ
の
も
の
に
高
い
評
価
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
火
の
記
憶
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
上
、
見
落
と
せ
な
い
点
も

あ
る
。
作
品
に
お
い
て
泰
雄
の
父
の
失
踪
に
つ
い
て
の
真
相
は
最
後
ま
で
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明
か
さ
れ
な
い
も
の
の
、
「
魅
力
的
な
謎
・
論
理
的
な
展
開
・
意
外
な
結

末
の
三
要
素
を
満
た
す
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
火
の
記
憶
」
は
「
『
張
込

み
』
に
先
立
つ
清
張
ミ
ス
テ
リ
ー
の
第
一
作
と
い
え
な
く
も
な
い
」

と
(10)

は
郷
原
宏
の
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、
三
好
行
雄
は
、
異
な
る
視
点
の
導
入

に
よ
っ
て
物
語
の
「
プ
ロ
ッ
ト
の
メ
リ
ハ
リ
」
や
「
緊
密
度
」
が
高
ま
り
、

「
夫
婦
と
い
う
〈
関
係
〉
に
封
じ
ら
れ
た
女
の
心
象
に
よ
っ
て
、
物
語
が

ゆ
た
か
に
ふ
く
ら
ん
だ
」

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
多
田
康
廣
は
清

(11)

張
の
叙
法
を
「
採
集
法
」
と
し
て
「
記
憶
の
断
片
の
集
約
か
ら
、
本
源
的

「
動
機
」
を
遡
行
し
、「
繋
ぎ
」
過
去
の
関
係
性
を
再
現
し
て
い
く
手
法
」

で
あ
る
と
定
義
し
た
う
え
で
、
そ
の
「
部
分
か
ら
本
源
的
な
「
動
機
」
へ

の
遡
及
的
手
法
が
、
す
で
に
「
火
の
記
憶
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
る

。
た
だ
し
、
多
田
論
で
は
、
「
火
の
記
憶
」
に
お
け
る
「
記

(12)

憶
」
の
構
造
と
動
き
の
装
置
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
「
湖
畔
の
人
」
と
「
火
の
記
憶
」
を
取

り
上
げ
、
物
語
の
起
承
転
結
に
大
き
く
貢
献
し
た
〈
転
風
景
〉
に
着
目
す

る
こ
と
で
、越
境
す
る
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
物
語
構
造
の
解
明
を
試
み
る
。

３
．
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト

「
湖
畔
の
人
」
と
「
火
の
記
憶
」
は
い
ず
れ
も
、
単
純
に
時
系
列
に
沿

っ
て
物
語
が
描
か
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
物
語
内
容
と
物
語
言
説
の
時

間
が
錯
綜
し
、
現
在
の
場
面
と
過
去
の
場
面
を
何
度
も
行
き
来
し
な
が
ら

進
行
す
る
作
品
で
あ
る
。

「
湖
畔
の
人
」
の
主
人
公
矢
上
は
「
新
聞
社
の
本
流
か
ら
外
れ
」
た
た

め
、
地
方
の
通
信
局
に
転
勤
さ
せ
ら
れ
る
。
転
勤
先
の
上
諏
訪
へ
打
ち
合

わ
せ
に
行
く
が
、
そ
こ
で
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
人
の
愛
を
得
る
こ

と
が
出
来
な
い
」
過
去
の
自
分
を
振
り
返
る
。
「
人
か
ら
愛
さ
れ
な
い
性

質
」
の
た
め
、
学
生
の
頃
か
ら
友
達
が
で
き
ず
、
学
生
た
ち
の
集
ま
り
に

も
加
わ
ら
ず
、
か
つ
て
矢
上
に
近
づ
い
て
い
た
友
達
も
次
第
に
離
れ
て
い

っ
た
。「
女
か
ら
も
愛
さ
れ
な
い
性
質
」
で
、
一
度
付
き
合
っ
た
女
が
「
間

も
な
く
」
「
姿
を
消
し
」
て
か
ら
、
矢
上
は
「
ど
の
よ
う
な
女
に
も
興
味

を
も
つ
こ
と
を
諦
め
た
」
。
仕
事
に
専
念
し
、
出
世
街
道
を
進
も
う
と
し

て
も
誰
に
も
認
め
て
も
ら
え
ず
、
つ
い
に
「
孤
独
に
徹
し
て
」
、
「
傍
の
人

か
ら
特
別
に
見
ら
れ
る
一
種
の
眼
に
も
慣
れ
て
い
た
」
。
の
み
な
ら
ず
、

四
九
歳
に
な
っ
て
地
方
に
転
勤
す
る
こ
と
と
な
る
。
孤
立
し
、
寂
し
い
人

生
を
辿
っ
て
き
た
矢
上
に
と
っ
て
、
上
諏
訪
の
風
景
は
人
生
の
最
後
ま
で

続
く
風
景
と
し
て
定
着
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
赤
塚
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
「
『
五
日
の
う
ち
に
は
、
そ
の
土
地
の
人
に
な
る
』
と
い
う
作
品
末
尾

の
一
文
は
、
矢
上
の
「
旅
」
の
終
わ
り
を
暗
示
す
る
も
の
」

で
あ
る
。

(13)

こ
の
よ
う
に
、
上
諏
訪
で
矢
上
は
現
在
の
自
己
と
過
去
の
自
己
と
い
う
異

な
る
次
元
の
間
を
往
復
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
作
品
に
は
も
う
一
つ
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
次
元
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
れ
は
矢
上
の
想
像
に
お
け
る
松
平
忠
輝
の
一
生
で
あ
る
。

忠
輝
は
徳
川
家
康
の
子
で
あ
る
が
、
醜
い
容
貌
で
家
康
に
嫌
わ
れ
、
家
康

の
死
後
、
上
諏
訪
に
流
さ
れ
て
生
涯
を
閉
じ
た
。
矢
上
は
流
さ
れ
た
忠
輝

に
親
近
感
を
持
ち
、
上
諏
訪
を
「
旅
」
す
る
な
か
で
自
分
の
人
生
と
忠
輝

の
人
生
と
を
結
び
付
け
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
湖
畔
の
人
」
に
は
現
実
と
想
像
の
二
重
構
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造
が
あ
り
、
さ
ら
に
現
実
に
お
い
て
は
現
在
と
過
去
と
い
う
二
つ
の
要
素

が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
構
造
に
関
し
て
、
清
張
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。は

じ
め
私
は
忠
輝
の
こ
と
を
普
通
に
書
い
て
ゆ
く
つ
も
り
だ
っ
た
。

（
中
略
）
ふ
と
、
忠
輝
の
こ
と
と
、
か
れ
の
こ
と
が
結
び
つ
か
な
い

も
の
か
と
思
っ
た
。
す
る
と
私
は
彼
に
な
っ
て
忠
輝
の
事
跡
を
探
し

て
歩
く
と
い
う
仮
象
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
は
普
通
の
歴
史
小
説
と
は

言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
代
の
話
の
上
に
歴
史
の
話
を
二
重

焼
き
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
私
な
り
に
試
み
た
一
種
の
歴
史
小
説

だ
と
考
え
る
。
(14)

つ
ま
り
清
張
は
、
意
図
的
に
作
品
に
多
重
構
造
を
持
た
せ
、
矢
上
に
関

わ
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
「
火
の
記
憶
」
も
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
語
り
手
の
視

点
の
変
換
に
関
し
て
は
先
行
論
（
三
好
行
雄
）
が
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の

テ
ク
ス
ト
の
構
造
上
、
物
語
の
展
開
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
は
現
在

進
行
中
の
場
面
よ
り
も
む
し
ろ
、
「
闇
の
中
で
、
高
い
と
こ
ろ
に
真
赤
な

火
が
燃
え
て
い
る
」
風
景
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
ボ
タ
山
に
棄
て
ら
れ
た
炭

が
自
然
発
火
し
て
燃
焼
し
て
い
る
」
「
真
赤
な
火
」
が
繋
ぐ
の
は
現
実
の

情
景
と
遠
い
思
い
出
と
い
う
異
な
る
次
元
で
あ
る
。
現
実
に
燃
え
て
い
る

火
の
向
こ
う
に
あ
る
の
は
「
闇
の
夜
に
」
、
幼
い
泰
雄
が
「
母
の
手
を
握

っ
て
、
息
を
詰
め
て
」
眺
め
て
い
た
「
あ
か
あ
か
と
」
「
山
の
稜
線
の
よ

う
に
」
燃
え
て
い
る
火
と
、
そ
の
闇
の
中
で
「
母
と
な
ら
ん
で
」
歩
い
た

男
で
あ
る
。
成
年
後
、
母
の
過
去
を
知
ろ
う
と
し
、
一
通
の
死
亡
通
知
書

を
き
っ
か
け
に
九
州
ま
で
向
か
う
泰
雄
は
、
そ
こ
で
記
憶
に
あ
る
風
景
を

見
出
し
、
母
の
不
倫
を
推
測
す
る
。
現
在
進
行
中
の
テ
ク
ス
ト
（
物
語
内

容
と
物
語
言
説
の
時
系
列
が
一
致
す
る
テ
ク
ス
ト
）
は
、
異
な
る
次
元
の
思
い
出

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
包
括
し
て
い
る
。
作
者
は
泰
雄
に
二

つ
の
次
元
を
行
き
来
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
進
め
た
の

で
あ
る
。

４
．
風
景
の
記
憶
と
記
憶
の
風
景

「
湖
畔
の
人
」
と
「
火
の
記
憶
」
は
い
ず
れ
も
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
で

あ
る
と
前
述
し
た
が
、
い
か
に
越
境
を
達
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
問
題
意
識
と
関
連
し
て
、
小
森
陽
一

は
風
景
と
「
視
点
描
写
」
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

空
間
的
景
の
面
的
な
像
は
、
そ
の
中
に
隠
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
物
語

の
線

―
ま
な
ざ
し
の
運
動
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ

―
を
内
在
さ
せ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）
本
質
的
に
は
、
「
視
点
描
写
」
の
最
も

重
要
な
機
能
は
、
そ
こ
に
視
線
の
流
動
と
ま
な
ざ
し
の
運
動
の
ド
ラ

マ
が
内
包
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
「
視
点
描
写
」
の
部
分
は
決
し

て
物
語
の
停
止
あ
る
い
は
中
断
で
は
な
く
、
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
物

語
、
言
葉
の
継
起
的
意
味
（
外
界
・
自
然
の
像
）
の
背
後
に
隠
さ
れ

た
作
中
人
物
の
意
識
や
感
性
の
運
動
の
仕
方
を
め
ぐ
る
物
語
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(15)
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換
言
す
れ
ば
、
視
線
が
向
け
ら
れ
た
空
間
に
は
主
軸
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
並

行
す
る
物
語
か
、
ま
た
は
下
層
の
物
語
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
長
い
引
用
に
な
る
が
、
清
張
の
テ
ク
ス
ト
に
戻
っ
て
こ
の
内
在
し

た
物
語
の
構
築
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
（
傍
点
、
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
、
引

用
文
を
番
号
で
表
記
す
る
。
本
文
引
用
は
全
て
『
松
本
清
張
全
集

三
五
巻
』
に
よ
る
）
。

①
宿
は
丘
の
中
腹
に
あ
っ
た
。
街
や
湖
面
が
望
ま
れ
た
。
遅
か
っ
た
の

、
、

で
す
ぐ
夜
に
な
っ
た
。
座
敷
か
ら
み
る
と
、
眼
下
の
街
の
灯
が
輝
き
、

暗
い
湖
水
の
対
岸
に
も
、
砂
を
撒
い
た
よ
う
に
粒
の
こ
ま
か
な
灯
が

、
、

き
ら
き
ら
し
て
い
た
。
下
諏
訪
の
町
だ
と
矢
上
は
女
中
の
言
葉
で
知

っ
た
。
灯
は
群
れ
た
り
、
散
っ
た
り
し
て
真
暗
な
湖
の
輪
郭
の
線
を

、

描
い
て
い
た
。

②
高
地
に
上
が
る
と
、
湖
面
一
帯
の
展
望
が
あ
っ
た
。
矢
上
は
腰
を
下

、
、

し
て
眺
め
た
。

彼
は
見
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
こ
の
湖
水
が
好
き
に
な
っ
た
。
こ

、
、

の
よ
う
な
高
原
盆
地
に
湛
え
ら
れ
た
水
の
静
止
の
姿
が
、
心
に
合
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
湖
面
の
寂
し
さ
も
、
明
る
さ
も
、
好
ま
し
か
っ
た
。

、
、

公
園
の
横
に
小
学
校
の
屋
根
が
見
え
た
。
立
木
が
林
を
つ
く
っ
て
い

た
。
昨
夜
、
Ａ
か
ら
聞
い
た
南
の
丸
の
跡
で
あ
る
。

松
平
忠
輝
が
幽
居
し
て
死
ん
だ
の
は
こ
こ
だ
と
い
う
。
…
…

③
人
か
ら
嫌
わ
れ
、そ
れ
に
逆
ら
う
よ
う
に
不
羈
狷
介
だ
っ
た
忠
輝
も
、

こ
の
湖
辺
の
住
居
に
心
が
和
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
矢
上
は
こ
の
湖

、
、

を
見
な
が
ら
、
遠
い
彼
の
心
に
通
う
気
が
し
た
。

忠
輝
は
家
康
の
六
番
目
の
男
の
子
で
あ
る
。

④
真
暗
い
海
が
広
が
っ
て
い
た
。
前
面
に
黒
い
影
の
島
が
あ
り
、
燈
台

、
、
、
、

の
灯
は
そ
の
上
か
ら
明
滅
し
て
い
た
。
そ
の
無
限
に
、
点
い
て
は
消

え
、
消
え
て
は
ま
た
点
く
灯
が
、
矢
上
の
心
に
悲
哀
を
誘
っ
た
。

矢
上
は
防
波
堤
の
石
段
を
下
り
た
。
波
の
し
ぶ
き
が
足
に
か
か
っ
た
。

海
面
の
位
置
が
上
っ
て
迫
っ
た
。
黒
い
海
は
、
日
頃
の
海
と
い
う
感

、
、

、
、
、

じ
で
は
な
か
っ
た
。
何
か
非
常
に
や
さ
し
い
、
寛
容
な
、
ね
っ
と
り

し
た
も
の
に
み
え
た
。
こ
の
ま
ま
、
安
ら
か
に
彼
を
抱
え
入
れ
て
く

れ
そ
う
だ
っ
た
。
小
さ
な
波
だ
け
が
、
石
段
の
下
で
騒
い
で
い
た
。

、
、
、
、

（
中
略
）

そ
れ
か
ら
二
十
年
の
間
、
点
滅
す
る
燈
台
の
灯
と
、
ね
っ
と
り
し
た

夜
の
海
と
は
、
矢
上
の
意
識
に
し
ば
し
ば
蘇
っ
た
。
い
つ
か
は
あ
の

防
波
堤
の
石
段
を
降
り
切
っ
て
、
暗
い
波
の
下
に
横
た
わ
る
こ
と
を

、
、
、

想
像
し
た
。

矢
上
は
三
十
八
ま
で
地
方
廻
り
を
し
た
。
…
…

⑤
湖
水
の
老
年
期
と
い
う
の
は
面
白
か
っ
た
。
矢
上
は
蒲
団
に
入
っ
て

、
、

眼
を
瞑
っ
て
か
ら
も
、こ
の
山
国
の
湖
が
見
て
い
て
厳
し
さ
が
な
く
、

、
、
、
、

心
が
和
む
の
は
、
柔
和
な
老
人
の
眼
を
み
て
い
る
の
と
同
じ
だ
と
気

付
い
た
。
年
老
い
た
湖
は
人
の
心
を
格
別
に
い
つ
く
し
む
の
で
あ
ろ

う
か
。

忠
輝
が
、
こ
の
湖
畔
で
生
涯
を
了
っ
た
の
は
、
二
百
七
十
年
前
で
あ

る
。
…
…

⑥
別
な
道
が
川
に
沿
っ
て
見
え
た
。
ず
っ
と
遠
方
で
あ
る
。
道
の
先
は

、

、

高
原
に
消
え
て
い
た
。
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矢
上
が
暫
く
歩
い
て
、
ふ
と
立
止
っ
て
眺
め
る
と
、
そ
の
道
の
上
に

小
さ
い
三
つ
の
人
の
姿
が
動
い
て
い
た
。
冬
枯
れ
の
道
を
歩
い
て
る

、

人
影
を
遠
く
に
み
て
、
矢
上
の
心
は
人
生
の
涯
の
よ
う
な
寂
し
さ
に

、
、

う
た
れ
た
。

彼
は
ふ
と
忠
輝
主
従
を
連
想
し
た
。
…
…

上
記
の
六
つ
の
文
は
全
て
「
湖
畔
の
人
」
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
矢
上
か
ら
見
た
上
諏
訪
の
風
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
①
は
宿

か
ら
見
た
夜
の
湖
面
と
町
の
灯
、
②
と
③
は
高
地
か
ら
見
た
昼
の
湖
、
④

は
記
憶
の
風
景

―
夜
の
海
と
燈
台
の
灯
、
⑤
は
柔
和
な
老
人
の
眼
の
よ

う
な
湖
、
⑥
は
冬
の
寂
し
げ
な
山
道
で
あ
る
。
な
お
、
②
か
ら
⑥
の
風
景

描
写
に
続
く
の
は
矢
上
の
過
去
や
、
松
平
忠
輝
の
生
涯
と
い
う
異
な
る
次

元
の
物
語
で
あ
る
。
矢
上
の
過
去
は
彼
自
身
の
記
憶
に
内
在
し
、
な
ん
ら

か
の
契
機
で
蘇
る
可
能
性
が
あ
る
。
忠
輝
の
こ
と
も
、
「
若
い
時
か
ら
歴

史
の
書
物
を
よ
む
こ
と
」
が
好
き
だ
っ
た
矢
上
が
「
本
で
知
っ
て
い
た
」

か
ら
、
矢
上
の
身
に
つ
い
て
い
る
記
憶
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
視
線
が

風
景
に
向
け
ら
れ
た
時
、
風
景
は
そ
れ
ら
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
機
能
を

果
た
し
、
も
う
一
つ
の
物
語
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
「
湖
畔
の
人
」
に
お
い
て
は
、
視
線
が
風
景
に
向
け
ら

れ
る
こ
と
で
記
憶
に
潜
在
す
る
異
な
る
次
元
の
物
語
が
呼
び
起
こ
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
蘇
り
は
唐
突
な
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
次
元
の

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
つ
れ
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
①
は
単
な
る
風
景
描
写

で
、
記
憶
が
主
人
公
の
視
線
に
内
在
し
て
い
て
も
、
語
り
手
に
よ
っ
て
呼

び
起
こ
さ
れ
ず
に
風
景
は
「
不
動
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
だ
が
、
街
の
展
望

や
湖
面
の
描
写
か
ら
、
主
人
公
の
「
内
面
」
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
読
み
手
に
よ
っ
て
は
予
見
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
語
り
手
の
作

為
と
言
っ
て
も
い
い
が
、
「
記
憶
」
が
「
好
機
」
を
待
っ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
セ
ル
ト
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
記
憶
の
稲
妻
」

が
光
る
ま
で

(16)

「
記
憶
」
に
内
在
す
る
物
語
が
姿
を
隠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
②
か
ら
⑥

に
至
っ
て
風
景
に
「
記
憶
の
稲
妻
」
が
付
与
さ
れ
、「
記
憶
」
が
「
好
機
」

を
得
て
姿
を
現
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
出
現
が
、
物
語
の
空
間
・
時
間
に

変
容
を
も
た
ら
し
、
テ
ク
ス
ト
の
越
境
を
達
成
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
視
線
―
風
景
―
記
憶
」
と
い
う
動
き
は
「
火
の
記
憶
」
に
も
窺

え
る
が
、
「
湖
畔
の
人
」
と
の
相
違
も
見
逃
せ
な
い
。
以
下
、
テ
ク
ス
ト

を
引
き
な
が
ら
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
（
引
用
方
法
は
「
火
の
記
憶
」
と
同
様
）
。

⑦
泰
雄
は
少
し
機
嫌
を
悪
く
し
て
い
る
頼
子
を
賺
す
よ
う
に
し
て
海
岸
、
、

に
連
れ
て
出
し
た
。
月
の
な
い
晩
で
、
ほ
の
白
い
砂
浜
を
く
ぎ
っ
て
、

真
黒
い
海
が
ね
っ
と
り
と
塊
の
よ
う
に
見
え
た
。
岸
を
這
う
単
調
な

、
、
、
、

波
音
の
繰
り
返
し
と
汐
香
の
強
い
風
だ
け
で
、
沖
に
漁
火
一
つ
な
か

、
、

っ
た
。
泰
雄
は
黙
っ
て
、
そ
の
真
暗
な
海
面
を
眺
め
て
い
た
。

、
、

頼
子
は
ふ
と
こ
こ
で
泰
雄
が
何
か
云
い
出
す
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
た
。

⑧
今
も
憶
え
て
い
る
。
こ
う
い
う
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
母

が
僕
を
連
れ
て
夜
道
を
歩
い
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
母
の
横
に
そ
の

男
が
歩
い
て
い
た
。
僕
は
母
と
な
ら
ん
で
い
る
そ
の
男
の
背
中
を
は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

⑨
真
っ
暗
い
闇
の
空
に
、
火
だ
け
が
あ
か
あ
か
と
燃
え
て
い
る
の
だ
。

、
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赤
い
火
だ
。
そ
れ
は
燃
え
さ
か
っ
て
い
る
火
で
は
な
く
、
焔
は
ゆ
る

、
、
、

、

く
揺
ら
い
で
、
点
々
と
線
を
連
ね
て
い
た
。
山
が
燃
え
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
火
は
山
の
稜
線
の
よ
う
な
形
を
這
う
よ
う
に

燃
え
て
い
る
。

幼
い
僕
は
母
の
手
を
握
っ
て
、息
を
詰
め
て
こ
の
光
景
を
み
て
い
た
。

こ
の
闇
の
夜
に
、
魔
術
の
よ
う
に
燃
え
て
い
る
火
の
色
は
、
僕
は
後

、

年
ま
で
強
く
印
象
に
残
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
光
景
を
そ
の
場
で
見
て
い
た
者
は
母
と
僕
だ
け
で

は
な
い
。
あ
の
男
が
い
た
の
だ
。
母
と
な
ら
ん
で
、
彼
が
立
っ
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
る
。
暗
が
り
の
中
で
こ
の
山
の
火
を
三
人
で
み
て

い
た
の
だ
。

⑩
Ｎ
駅
か
ら
帰
り
の
汽
車
に
乗
っ
た
。
既
に
窓
外
は
真
暗
な
夜
と
な
っ

、
、
、
、

て
い
て
、
炭
坑
町
の
灯
が
流
れ
て
行
っ
た
。
僕
は
窓
に
も
た
れ
て
、

何
だ
か
重
い
気
持
ち
に
沈
ん
で
、
ぼ
ん
や
り
外
を
見
て
い
た
。

そ
の
時
だ
、
そ
の
外
の
闇
の
中
で
、
高
い
と
こ
ろ
に
真
赤
な
灯
が
燃

、

え
て
い
る
の
が
望
ま
れ
た
。
火
は
山
形
の
直
線
に
点
々
と
焔
を
あ
げ

、

、

て
い
る
。

こ
の
景
色
こ
そ
夢
幻
の
よ
う
に
幼
い
頃
の
記
憶
の
中
に
し
ま
っ
た
も

の
だ
。
あ
あ
、
少
し
も
違
わ
ぬ
で
は
な
い
か
、
あ
の
火
、
あ
の
火
、

、

、

母
が
僕
を
背
負
い
、
あ
の
男
が
横
に
立
っ
て
い
て
、
三
人
で
見
た
同

じ
火
。
、

そ
れ
は
炭
坑
の
ボ
タ
山
に
棄
て
ら
れ
た
炭
が
自
然
発
火
し
て
燃
焼
し

、
、

て
い
る
火
だ
っ
た
。
あ
あ
、
こ
れ
だ
っ
た
の
か
と
僕
は
思
っ
た
。
息

、

苦
し
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
遠
い
幼
い
日
の
追
憶
が
、
今
現
実
と
な
っ

て
目
の
前
に
あ
る
。

―
す
る
と
、
母
は
曾
て
こ
こ
に
来
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

⑦
は
物
語
世
界
外
の
語
り
手
が
、
頼
子
の
思
い
を
察
知
す
る
よ
う
に
神

の
視
点
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
⑧
⑨
⑩
は
語
り
手
が

作
中
人
物
高
村
泰
雄
と
一
体
化
し
、
一
人
称
で
物
語
の
展
開
を
進
め
る
。

前
述
し
た
「
湖
畔
の
人
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
⑦
か
ら
⑩
ま
で
は
い
ず
れ

も
視
点
人
物
の
視
線
に
よ
る
風
景
描
写
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
湖
畔

の
人
」
に
見
ら
れ
た
「
視
線
―
風
景
―
記
憶
」
と
い
う
図
式
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
「
火
の
記
憶
」
に
お
け
る
図
式
は
、
突

き
詰
め
れ
ば
「
視
線
―
風
景

―
記
憶

―
風
景

―
記
憶

」
と
い
う

1

1

2

2

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
⑦
の
引
用
で
は
語
り
手
が
全
知
の
視
点
で
泰
雄
夫
婦
の
目
の
前

に
広
が
る
風
景
を
眺
め
、
頼
子
の
内
心
に
潜
入
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ

で
の
風
景
は
頼
子
の
眼
に
映
る
風
景
に
も
な
る
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
傍

線
部
の
よ
う
に
、
頼
子
の
眼
に
映
る
「
泰
雄
が
海
を
眺
め
る
」
風
景
は
、

頼
子
に
泰
雄
の
父
の
失
踪
宣
告
の
記
憶
を
呼
び
戻
し
、
頼
子
は
「
泰
雄
が

何
か
云
い
出
す
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
」
が
、
泰
雄
は
何
も
言
わ
な

い
。
こ
こ
で
も
う
一
つ
の
物
語
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
な
が
ら

も
、
「
風
景
」
は
結
局
「
記
憶
」
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
に
失
敗
し
、
「
記
憶
」

は
中
途
半
端
に
し
か
触
れ
ら
れ
な
い
。
先
の
図
式
を
借
り
れ
ば
、「
視
線
―

風
景

―
」
で
途
切
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
そ
れ
に
対
し
て
、
⑧
と
⑨
は
傍
線
で
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
記
憶

」
の
風
景
が
物
語
に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
風

1
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景
」
が
「
記
憶

」
を
蘇
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
過
去
の
風
景
が
「
記
憶

1

」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
式
を
援
用
す
る
と
、
⑧
と
⑨

1の
構
造
は
「
記
憶

―
風
景

」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
風
景

」

1

2

1

と
は
現
実
の
風
景
で
、
「
風
景

」
と
は
記
憶
の
中
に
存
在
す
る
風
景
で

2

あ
る
。
両
者
は
異
な
る
存
在
で
あ
っ
て
、
異
な
る
次
元
の
テ
ク
ス
ト
に
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
⑩
で
は
、
泰
雄
が
視
線
を
「
風
景

」
に
向
け
た
後
、
「
記
憶

1

」
が
蘇
り
、
記
憶
の
「
風
景

」
を
前
景
化
す
る
。
そ
こ
で
、
現
実
の

1

2

「
風
景

」
と
記
憶
の
「
風
景

」
が
重
な
り
合
い
、「
視
線
―
風
景

―

1

2

1

記
憶

―
風
景

」
と
い
う
図
式
が
構
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
泰
雄
の
「
母

1

2

は
曾
て
こ
こ
に
来
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
」
と
の
一
文
で
、
今
ま
で
姿
を
隠

し
て
い
た
「
記
憶

」
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
る
（
「
記
憶

」
は
「
記
憶

」

2

2

1

に
対
す
る
新
た
な
解
釈
で
は
な
く
、
記
憶
の
深
層
に
潜
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
と
も

泰
雄
が
秘
め
て
い
た
も
の
だ
が
、「
記
憶

」
が
現
実
の
風
景
に
よ
っ
て
蘇
る
の
に
対
し
、

1

「
記
憶

」
は
記
憶
の
風
景
に
よ
っ
て
蘇
る
）
。
泰
雄
の
意
識
し
た
「
記
憶

」

2

1

と
無
意
識
に
内
在
し
た
「
記
憶

」
が
「
視
線
」
が
向
け
ら
れ
た
「
風
景

2

」
と
、「
記
憶

」
に
存
在
す
る
「
風
景

」
に
よ
っ
て
相
互
関
連
し
、

1

1

2

「
視
線
―
風
景

―
記
憶

―
風
景

―
記
憶

」
の
構
造
が
こ
こ
で
成

1

1

2

2

立
し
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
も
こ
の
構
造
が
成
り
立
っ
た
瞬
間
、
越
境
を
完

成
し
た
。
「
火
の
記
憶
」
の
こ
う
い
っ
た
構
造
は
「
湖
畔
の
人
」
に
お
け

る
「
視
線
―
風
景
―
記
憶
」
の
単
純
構
造
よ
り
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。「
火

の
記
憶
」が
常
に
推
理
小
説
の
骨
格
を
備
え
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
の
も
、

こ
の
物
語
構
造
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

５
．
空
間
の
境
界
と
虚
像
の
境
界
線

い
ま
、
眼
差
し
の
運
動
（
「
視
線
」
）
に
よ
る
描
写
（
「
風
景
」
）
が
「
記
憶
」

を
蘇
ら
せ
、
も
う
一
つ
の
物
語
に
つ
な
が
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
現
実
と

記
憶
と
は
時
間
軸
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
は
時
間

も
空
間
も
異
な
る
次
元
で
往
復
す
る
多
重
物
語
で
あ
る
が
故
に
、
空
間
の

次
元
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
「
空
間
」
と

い
う
と
、
「
湖
畔
の
人
」
で
は
諏
訪
で
生
涯
を
終
え
た
松
平
忠
輝
の
こ
と

を
諏
訪
で
思
い
出
し
て
い
る
し
、
「
火
の
記
憶
」
の
⑩
で
は
過
去
と
同
じ

場
所
の
風
景
を
現
在
に
お
い
て
眺
め
て
い
る
の
と
同
じ
場
所
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
空
間
」
は
作
中
人
物
が
行
為
を
演
じ
る
舞
台

で
あ
り
、
単
な
る
地
理
上
の
場
所
で
は
な
く
、
時
間
軸
に
沿
っ
て
同
じ
場

所
で
あ
っ
て
も
異
な
る
空
間
に
な
る
。
そ
れ
は
、
時
間
に
よ
っ
て
変
化
す

る
生
存
環
境
・
地
理
環
境
を
包
括
す
る
。

セ
ル
ト
ー
に
よ
れ
ば
、
「
物
語
の
第
一
の
役
割
」
は
「
正
当
な
舞
台
を

し
つ
ら
え
て
や
る
」

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
物
語
る
行
為
は
「
空

(17)

間
を
あ
た
え
」
、
作
中
人
物
が
行
為
す
る
「
土
台
」
と
な
り
「
舞
台
」
と

な
る
「
領
域
を
創
造
す
る
」。
さ
ら
に
セ
ル
ト
ー
は
、
「
物
語
る
と
い
う
営

み
は
、
た
と
え
そ
れ
が
も
は
や
統
一
的
で
な
く
多
型
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

境
界
が
問
題
と
な
り
異
人
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
は
か
な
ら
ず
繰
り
広

げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
こ
か
し
こ
に
砕
け
散
り
な
が
ら
、
物
語
は
た
え
ず
境

界
画
定
の
操
作
を
く
り
か
え
し
て
や
ま
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
言
っ

(18)

て
み
れ
ば
、
「
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
」
と
は
異
な
る
「
行
為
の
舞
台
を
創

造
」
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
の
境
界
を
越
え
、
往
来
す
る
テ
ク
ス
ト
の
こ
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と
で
あ
る
と
定
義
し
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
湖
畔
の
人
」
に
お
い
て
は
、（

）
実
人
生
の
現
在
（
上
諏
訪
で
の
「
旅
」）
、

i

（

）
実
人
生
の
過
去
（
孤
立
さ
せ
ら
れ
た
少
年
時
代
、
「
出
世
街
道
」
か
ら
外
れ

ii
た
新
聞
記
者
生
活
）
、
（

）
過
去
の
松
平
忠
輝
の
人
生
（
父
に
嫌
わ
れ
、
地
方
で

iii

の
幽
居
生
涯
）
と
い
う
三
つ
の
領
域
が
鮮
明
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
矢
上
は

こ
の
三
つ
の
領
域
間
の
境
界
を
越
え
、
絶
え
ず
往
復
す
る
。
物
語
は
そ
の

往
復
に
よ
っ
て
多
重
構
造
に
な
る
。
一
方
、
「
火
の
記
憶
」
の
構
造
は
入

れ
子
型
で
あ
る
た
め
、「
湖
畔
の
人
」
と
多
少
の
違
い
を
示
し
て
い
る
が
、

（

）
泰
雄
の
現
在
進
行
中
の
結
婚
生
活
、
（

）
幼
い
頃
へ
の
遠
い
思

iv

v

い
出
、
（

）
母
の
過
去
へ
の
追
及
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
領
域
か
ら
構

vi

成
さ
れ
て
お
り
、
泰
雄
は
こ
の
間
を
繰
り
返
し
越
境
す
る
こ
と
に
な
る
。

異
な
る
時
間
軸
を
連
ね
る
装
置
と
し
て
「
視
線
―
風
景
―
記
憶
」
と
い

う
図
式
を
挙
げ
た
が
、
空
間
の
境
界
を
相
互
に
働
き
か
け
る
装
置
と
い
え

ば
、
や
は
り
「
境
界
線
」
と
い
う
セ
ル
ト
ー
の
言
葉
を
借
り
た
い
。
以
下

に
引
用
す
る
。

物
語
を
境
界
決
定
に
果
た
す
役
割
と
い
う
側
面
で
と
ら
え
て
み
る

と
、
ま
ず
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
第
一
の
機
能
は
、
境
界
を
設
定
し
た

り
ず
ら
し
た
り
踏
み
越
え
た
り
す
る
こ
と
を
権
威
づ
け
る
機
能
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
〔
話
〕
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
領

野
の
中
で
、
交
差
し
あ
う
二
つ
の
動
き
（
境
界
を
設
け
、
そ
れ
を
通

過
す
る
）
の
対
立
を
作
り
出
し
、
一
種
の
「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」
の
格

子
（
空
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
基
盤
目
）
に
も
に
た
も
の
と
な
る
が
、

そ
こ
で
は
境
界
線
と
橋
と
が
語
り
の
基
本
的
な
形
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
(19)

両
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
越
境
の
詳
細
は
先
に
引
用
し
た
本
文
で
示
し
た

が
、
こ
こ
で
は
「
境
界
線
」
の
概
念
を
援
用
し
な
が
ら
、
改
め
て
確
か
め

て
み
よ
う
。
読
み
易
く
す
る
た
め
、
番
号
と
符
号
で
表
に
ま
と
め
て
み
る
。

テ
ク
ス
ト

引
用
文

領
域

領
域

領
域

境
界
線

1

2

3

②

湖
面
、
湖
水

i

iii

③

湖
辺
、
湖

i

iii

④

真
暗
い
海
、
海
面

i

ii

「
湖
畔
の
人
」

黒
い
海
、
小
さ
な
波

⑤

湖
水
、
山
国
の
湖

i

iii

⑥

道
、
川
、
人
影

i

iii

⑦

（
ⅵ
）

海
岸
、
真
黒
い
海

iv

波
音
、
海
面

⑧

夜
道

iv

v

「
火
の
記
憶
」

⑨

真
っ
暗
い
闇
の
空

iv

v

火
、
赤
い
火
、
焔

⑩

真
暗
な
夜
、
闇
、

iv

v

vi

火
、
焔
、
燃
焼

右
の
表
で
示
し
た
よ
う
に
、「
湖
畔
の
人
」
で
は
、「
湖
面
・
湖
水
・
海
・
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波
・
川
」
な
ど
「
水
」
を
表
象
す
る
風
景
が
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
の
境
界

線
を
構
築
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
火
の
記
憶
」
で
は
「
闇
の
中
の
火
」

を
用
い
て
異
な
る
境
界
に
一
線
を
画
す
る
。
「
湖
畔
の
人
」
で
は
、
主
人

公
の
異
な
る
次
元
間
の
往
復
を
可
能
に
す
る
の
は
「
湖
」
、
「
海
」
、
「
波
」

な
ど
の
「
水
」
で
あ
る
。
一
方
「
火
の
記
憶
」
で
は
、
「
火
」
が
異
な
る

空
間
を
往
復
す
る
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
空

間
を
往
来
す
る
媒
介
と
し
て
の
「
水
」
と
「
火
」
を
用
い
た
境
界
線
の
表

象
は
、
テ
ク
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
「
湖
畔
の
人
」
、「
火
の
記
憶
」
と
も
呼
応

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
清
張
が
「
記
憶
」
か
ら
「
火
の
記
憶
」
へ
と

改
題
し
た

の
は
、
作
品
の
内
容
を
良
く
捉
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
「
点

(20)

と
線
」
を
は
じ
め
、
清
張
は
タ
イ
ト
ル
の
付
け
方
が
巧
み
だ
と
よ
く
評
価

さ
れ
る
が
、
初
期
の
「
湖
畔
の
人
」
、
「
火
の
記
憶
」
か
ら
も
そ
の
一
端
が

窺
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
水
」
に
せ
よ
「
火
」
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
言
わ
ば
、
幻
を

映
す
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
鏡
花
水
月
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
よ

う
に
、
そ
こ
に
映
っ
て
い
る
も
の
は
あ
く
ま
で
も
実
像
に
よ
っ
て
再
構
成

さ
れ
た
虚
像
に
過
ぎ
な
い
。
記
憶
と
言
っ
て
も
、
人
生
の
経
験
と
目
の
前

の
風
景
の
二
重
作
用
に
よ
っ
て
断
片
的
な
記
憶
を
拾
い
上
げ
、
そ
れ
ら
を

再
構
築
し
、
変
容
し
た
記
憶
と
し
て
定
着
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
清

張
が
、
タ
イ
ト
ル
に
も
境
界
線
に
も
「
水
」
と
「
火
」
を
用
い
た
の
は
意

識
的
な
も
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
今
と
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
「
湖
畔
の
人
」
で
は

「
海
」
と
「
湖
（
湖
水
）
」
が
「
記
憶
の
稲
妻
」
と
し
て
働
く
こ
と
で
、
矢

上
は
過
去
の
孤
独
で
誰
に
も
「
愛
さ
れ
な
い
」
人
生
を
振
り
返
っ
た
り
、

同
じ
く
誰
に
も
好
か
れ
な
い
松
平
忠
輝
の
生
涯
を
想
像
し
た
り
、
そ
れ
を

も
っ
て
自
分
の
孤
独
感
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
り
す
る
。「
水
」
の
「
幻

を
映
す
」
性
質
と
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
作
中
の
「
海
」
と
「
湖
（
湖
水
）
」

の
働
き
は
、
矢
上
の
虚
し
い
人
生
の
象
徴
で
も
あ
ろ
う
。
一
方
「
火
の
記

憶
」
で
は
、「
火
」
が
泰
雄
の
記
憶
と
な
り
、
推
理
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

し
か
し
、
「
火
」
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
水
」
と
同
じ
く
、
そ
こ
に
映
し
出

さ
れ
た
像
に
は
触
る
こ
と
の
で
き
な
い
虚
像
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
の
進
展
に
大
き
く
作
用
し
た
「
火
」
の
描
写
は
、
泰
雄
の
偽

り
の
推
理
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

清
張
が
後
に
発
表
し
た
小
説
「
顔
」（
昭
和
三
一
年
、
「
小
説
新
潮
」
八
）
の

最
後
の
シ
ー
ン
で
は
、
井
野
の
実
在
の
「
顔
」
で
は
な
く
、
「
ス
ク
リ
ー

ン
上
の
幻
影
と
も
呼
ぶ
べ
き
」

虚
像
こ
そ
が
、
石
岡
の
記
憶
を
再
生
さ

(21)

せ
る
。
「
顔
」
の
一
編
は
本
稿
の
検
討
対
象
で
は
な
い
が
、
清
張
小
説
の

叙
法
や
構
造
に
お
け
る
位
相
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
虚
像
」
と

「
風
景
」
、「
記
憶
」
、「
境
界
」
に
関
す
る
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

６
．
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
松
本
清
張
の
初
期
短
編
小
説
「
湖
畔
の
人
」
と
「
火
の
記

憶
」
を
中
心
に
、
テ
ク
ス
ト
に
内
在
し
て
い
る
多
重
構
造
に
つ
い
て
分
析

し
た
う
え
で
、
主
人
公
が
テ
ク
ス
ト
の
中
で
越
境
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
の
越
境
す
る
テ
ク
ス
ト
の
装
置
を
時
間
軸
で
分
析
す
る
と
、「
視
線
（
ま

な
ざ
し
の
運
動
）
―
風
景
―
記
憶
」
の
連
鎖
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
空
間
の
位
相
で
分
析
す
る
と
、
両
作
品
の
主
人
公
は
そ
れ
ぞ
れ
、
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「
水
」
と
「
火
」
の
表
象
を
架
け
橋
と
し
て
異
な
る
「
空
間
」
を
往
復
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
水
」
と
「
火
」
は
い
ず
れ
も
虚
像
を
構
築
す

る
媒
介
で
あ
る
た
め
、
「
湖
畔
の
人
」
で
は
主
人
公
の
空
虚
な
人
生
の
象

徴
に
な
り
、
「
火
の
記
憶
」
で
は
泰
雄
の
推
測
の
虚
構
性
を
暗
示
す
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
編
の
小
説
は
、
清
張
の
長
い
創
作
人
生
に

お
け
る
極
め
て
初
期
の
作
品
で
あ
る
。
叙
法
と
構
造
に
お
け
る
「
虚
像
」

と
「
風
景
」
、
「
記
憶
」
や
「
境
界
」
が
、
以
降
の
作
品
に
お
い
て
い
か
に

継
承
さ
れ
、
ま
た
変
化
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
注
記
】

松
本
清
張
「
あ
と
が
き
」
『
松
本
清
張
全
集

三
五
巻
』
（
文
藝
春
秋
、
昭
和
四
七
年

1
七
月
）

三
好
行
雄
「
松
本
清
張
に
お
け
る
推
理
小
説
の
構
造

―
「
ゼ
ロ
の
焦
点
」
ま
で
」

2
（
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
一
八
巻
第
七
号
、
昭
和
四
八
年
六
月
）

同
前
掲
注

3

1

郷
原
宏
『
松
本
清
張
事
典

決
定
版
』
（
角
川
書
店
、
平
成
一
七
年
四
月
）
六
五
頁

4

赤
塚
正
幸
「
清
張
・
初
期
作
品
に
お
け
る
旅
」（
『
松
本
清
張
研
究
』
第
三
号
、
平
成

5
一
四
年
三
月
）

綾
目
広
治
「
清
張
小
説
の
な
か
の
新
聞
記
者
と
新
聞
社
」（『
松
本
清
張
研
究
』
第
一

6
六
号
、
平
成
二
七
年
三
月
）

同
前
掲
注

7

2

権
田
萬
治
『
松
本
清
張

―
時
代
の
闇
を
見
つ
め
た
作
家
』
（
文
藝
春
秋
、
平
成
二

8
一
年
一
一
月
）
一
一
頁

赤
塚
正
幸
「
松
本
清
張
論

―
「
天
城
越
え
」
を
手
が
か
り
に
」（
佐
藤
泰
正
編
『
松

9
本
清
張
を
読
む
』
笠
間
書
院
、
平
成
二
一
年
九
月
）
五
七
頁

前
掲
注

同
書
、
一
四
九
頁

10

4

同
前
掲
注

11

2

多
田
康
廣
「
『
両
像
・
森
鷗
外
』
私
考

―
清
張
の
採
集
法
と
鷗
外
史
伝
の
叙
法
の

12
接
点
を
中
心
に
」（『
松
本
清
張
研
究
』
第
一
六
号
、
平
成
二
七
年
三
月
）

同
前
掲
注

13

5

同
前
掲
注

14

1

小
森
陽
一
『
構
造
と
し
て
の
語
り
』（
新
曜
社
、
昭
和
六
三
年
四
月
）
三
四
頁

15

ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ル
ト
ー
『
日
常
的
実
践
の
ポ
イ
エ
テ
ィ
ー
ク
』
（
山
田
登
世
子
訳
、

16
国
文
社
、
昭
和
六
二
年
五
月
）
一
八
三
頁

前
掲
注

同
書
、
二
五
五
頁

17

16

前
掲
注

同
書
、
二
五
六
頁

18

16

前
掲
注

同
書
、
二
五
三
頁

19

16

改
稿
に
つ
い
て
は
、
「
加
筆
と
い
っ
た
程
度
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
一
題
材
に
よ
る

20
改
作
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
」
（
「
あ
と
が
き
」
『
松
本
清
張
全
集

三
五
巻
』
）
と
い
う

指
摘
が
あ
る
。
た
だ
し
、
「
ボ
タ
山
の
火
」
の
描
写
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

山
田
有
策
「
旅
と
鉄
道
と
影
の
映
像

―
清
張
『
顔
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
松
本
清
張

21
研
究
』
第
一
八
号

平
成
二
九
年
三
月
）

【
付
記
】

本
論
文
は
、
中
国
国
家
留
学
基
金
管
理
委
員
会
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
、
中
国
・
江
蘇
大
学
外

国
語
学
院
教
師
）


